
            運営委員会 

以下の 2項目が議題となりました。 

① 「伊賀市美術博物館基本構想（中間案）説明会」 

令和 6年 3月 19日、上野西部地区市民センターにて伊賀市美術博物館基本 

構想（中間案）の伊賀市からの説明会がありました。伊賀市からは企画振 

興部美術博物館建設準備室の馬場室長等 2名、上野西部地区住民自治協議 

会からは運営委員が出席しました。 

伊賀市は俳聖松尾芭蕉をはじめ数多くの芸術家・文化人を輩出し多くの文化・歴史財産が残されています。

これらの「伊賀市民の宝物」を、適切に保存・管理・研究し、公開・活用してその価値を高めながら未来

に引き継いでいくために新しい芭蕉翁記念館の機能を含む美術博物館の基本構想をまとめたとの説明が

ありました。 

その後、現在の芭蕉翁記念館 

についての建設経緯・老朽化 

等や新美術博物館の建設候補 

地として桃青中学校跡を優位 

としているとの説明がありま 

した。 

その後質疑となり発言の主な 

ものは次の通りでした。 

                    

・伊賀鉄道より北側では市街地 

への回遊が期待できない。   

・上野天神祭は新美術博物館で 

はどのように取り扱うのか。 

・高齢者は旧桃青中学校への坂 

道を歩いて登るのは困難。 

・設計者決定はコンペ方式でし 

て欲しい。 

・現芭蕉翁記念館はどうなるの 

か。 など 

  （次のページに続きます。） 

 

 

 

 

 

 

発行 上野西部地区住民自治協議会 

   伊賀市上野福居町 3330－1 

   Tel＆fax 0595-23-9779 

Mail seibjiti@ict.ne.jp 

 

上野西部地区  世帯数 1,464 

 人口 2,963 人 

 (男 1,438, 女 1,525) 

  令和 6 年 3 月末日現在 

 

←旧桃青中学校→  

スケジュール 



「せいぶだより」有料広告を募集しています 

上野西部地区住民自治協議会では、「せいぶだより」に広告掲載する広告主を募集します。「せいぶだより」

は、地域の皆さんがご覧になるもので宣伝効果が期待できます。貴社の宣伝・イメージアップに、「せいぶだ

より」を活用されませんか。「せいぶだより」は、上野西部地区住民自治協議会が発行する広報紙で、西部地

域 18町に全戸配布するほか、金融機関や一部の事業所などにも配布させていただいております。 

A4 判、4色刷り、光沢紙（標準）、発行部数は毎月約 1,550 部です。 

大きさ（1枠） 約 縦 4cm 横 18ｃｍ 

掲載料 1 枠  10,000 円／12 回 

掲載について、広告主と広告内容を審査し決定します。 

連絡先     上野西部地区市民センター ☎23-9779 

 

みごと女性の部で優勝されたのは、古市幸子さん

（中段の写真の中央）、2 位は佐藤つたえさん 

（同左）、3位は和田博子さん（同右）でした。 

男性の部で優勝されたのは、福森隆久さん（下段

の写真の中央）、2位は西尾佐さん（同左）、3位は

飯代雅啓さん（同右）でした。 

おめでとうございました。 

（前のページから続きます。） 

② 「芭蕉翁生誕 380年記念事業協賛の採択」 

 芭蕉翁生誕 380 年記念事業に、当住民自治協議会が主催で講演会を行うことを申請していましたが、

採択されたとの報告がありました。講演会（事業）の内容等については、次のとおりです。  

事業タイトル 記念講演会 伊賀を愛した芭蕉さん 

開催場所   菅原神社参集所 

開催時期   令和 6年 11 月下旬頃（詳細未定） 

講師     北村 純一 氏 （写真：右） 

 

 

 

 

健康・福祉・スポーツ部会 

グラウンドゴルフ大会が開催されました 

令和 6年 4月 7日（日）崇広中学校グラウンドで、グラウンド

ゴルフ大会が行われました。40 人が参加され、晴天の中、熱

戦が繰り広げられました。 

グラウンドゴルフ大会は毎年 2 回開催しており、次回の大会

は 10 月開催の予定です。 

 



教育・文化・芸術部会 

5 豊太閤 桃山御門(ももやまごもん) 

 

（御殿の門・御成門・黒門） 

 この門は古く、豊太閤（豊臣秀吉）が建立した伏見桃山城に在った門で徳川家康が藤堂高虎に贈り、高

虎が伊賀上野に移し御殿（現上野高校グランド）の中にありました。 

その後、明治 11年 藩士 矢守勝登氏（矢守氏は旧藩時代 300石取り）が買い受け、原図と記録を残し

丸之内の自宅の門としました。昭和 17年頃まで矢守勝登氏の子孫が居住していました。その後龍瀬政一氏

邸となり現在は上野公園忍者屋敷の忍術資料館の入口門に移設されています。 

この門は御殿の「御成門」といい、平素は開かず通行を禁止していましたが、ただ一度だけ近衛応山公

（名は信尋、御陽成天皇の第四子、のちに近衛信尹の養子となる）が伊賀を訪れた際にこの門から入った

ので「近衛門」とも呼ばれました。 

造りは、総欅造りで柱の長さ 350cm・幅 45cm・厚さ 28cm・扉の幅 250cmで中央には直径 33cmの五三の桐

紋が浮き彫りにされていましたが、藤堂の蔦紋に代わっています。 

昭和 30年に、当時藤堂の重臣だった藤堂豊前の子孫 佐々木広宣氏が原図と記録を所蔵しており、それ

を郷土史研究家である菊山当年男氏に届けられ、後に上野図書館に寄贈されました。 

 

出典・参考資料 ：昭和 30.8.28 中日新聞 朝日新聞  昭和 35.3.17 伊賀歴史散歩（山本茂貴筆） 

協力      ：伊賀市上野図書館 公益法人伊賀文化産業協会 上野丸之内自治会 

監修      ：上野西部地区住民自治協議会 教育・文化・芸術部会 

 

 

 

「緑の募金」にご協力ください 

「緑の募金」は、さまざまな森づくり活動や人と自然がつながる社会づくりに役立てられます。募金箱

は、当地区市民センター出入口に設置していますので、ご協力をお願いします。 

「赤い羽根」は助けが必要な人を支援する募金のシンボルで、「緑の羽根」は森林づくり等に活かされる募金のシンボルです。 

第 76回上野西小学校卒業式 

ご卒業おめでとうございます！ 

令和 6 年 3 月 18 日（月）107 名が学び舎

をあとにしました。 

4 月 8 日（月）には新入生 84 名を迎えま

した。 



上野西部地区住民自治協議会 

https://uenoseibu.com 

だんじり・しるしの組み立て、飾り付け 

4月 21日のだんじり会館搬入に向けて、4月 14日に上野魚町の

「紫鱗」と上野向島町の「鉄英剣鉾」の組み立て、飾り付けが

行われました。上野東町の「桐本」は会館搬入日の 4月 21日に

行われます。 

「フード ドライブ」 を随時行っています 

「もったいない」を「ありがとう」に！ 

趣旨：家庭で余った食品をお譲りいただき、必要とする地域の「子ども食堂」等に届けます。 

募集：常温保存が可能で、賞味期限が 2か月以上あり、未開封の食品 

食品：米、レトルト食品、缶詰、カップ麺、お菓子など 

日時：平日 9時から 17時まで 

場所：上野西部地区市民センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  鉄英剣鉾             紫鱗 

日時 2024年 5月 19日(日) 11:20～11:40 料金 300円 10食 

場所 おあいこ中町サテライト（旧ヤオヒコ西） 

   ☆テイクアウトも出来ます 

予約  090-5854-7761 9:00～18:00  締切 5月 12日（日） 

脱退一時金の支給上限年数は 

① 3年 

② 5年 

③ 10年 

※日本国内に住所を有している場合、脱退一時金

は請求できません。 

脱退一時金をもらうにあたり、必要な保険料納付

済期間は 

④ 3月 

⑤ 6月 

⑥ 1年 

年金 3択クイズ   答えは右上段 

答え ②⑤ 

5月のスケジュール 

3～5 日 伊賀上野 NINJAフェスタ 

4 日   成人式 

7 日・21 日（要事前予約） 

    介護予防運動教室 

（申込先）地域包括支援センター 

      電話 0595-26-1521 

25日   上野西部地区自治協 定期総会 


